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研究成果の概要（和文）：sense of coherence（SOC:首尾一貫感覚）は健康保持機能・ストレス対処機能が検証されて
いるが、その形成・発達について明らかになっていない。そこで、SOCの形成・発達に関連する基礎的な知見を得るた
めに、SOC自体の変化に関する基礎的な知見を踏まえ、労働者を対象とした縦断データを用いて分析し、SOCの向上につ
ながる要因を探索することを目的とした。その結果思春期における変化とは異なり心理社会的職場環境が原因であり、
SOCが結果であるという明確な因果関係を明らかにすることができた。また、心理社会的職場環境の良好な変化がSOCの
上昇的変化を促すという関係性を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：Sense of coherence: health maintenance function and stress coping function is vali
dated, but it has not been clear about its formation and development. Therefore, in order to obtain the ba
sic knowledge associated with the formation and development of the SOC, and analyzed using the longitudina
l data based on a basic knowledge of changes in SOC itself, pourpose of this research is exploring psycho-
social work realted characteristics which leads to an improvement in SOC. Psycho-social work characteristi
cs were possible to reveal a clear causal relationship, that is, work characteristics were cause and SOC i
s result. Further, it was possible to examine the relation of good change in psycho-social work characteri
stics that encourages the increase change in the SOC.
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１．研究開始当初の背景 
Sense of coherence（SOC）はストレス対

処機能、健康保持機能を持つ生活や人生に対
する向き合い方に関する概念である。この概
念を用いた実証研究は 1990 年代以降飛躍的
に増加しており、死亡率や各種疾患の罹患率
の予測に関する縦断研究や、ストレッサーの
メンタルヘルス・心身健康に及ぼす影響を緩
衝する緩衝効果を持つこともわかっている。
こうしたことから、2005 年から 2006 年にか
けて相次いでシステマティックレビューの
結果が報告され、SOCと健康、Quality of Life、
との関連性が明らかになっている。その一方
で、SOC の形成・発達に関する研究は十分 
に行われておらず、どのように SOC が発達
し、向上するかについての要因を探索してい
くことが SOC 向上策に資する上で重要な研
究課題となっている。 
２．研究の目的 
 SOC を提唱した Antonovsky は SOC の形
成・発達において幼児期や思春期における経
験の重要性を指摘していることに加えて、同
時に成人期における職業や職業から得られ
る良質な経験が SOC の形成・発達・向上に
おいて重要である可能性を示唆している。そ
こで、まず、SOC の形成・発達に関連する基
礎的な知見を得るために、高校生を対象とし
た 3 年間の縦断調査データより SOC 自体の
変化についてその変化の動向とその可能性
を把握した。次に、主として職業をもって働
く労働者を対象とした縦断データを用いて
分析し、SOC の向上につながる要因を探索す
ることを目的とした。 
３．研究の方法 
 まず SOC の形成・発達に関する基礎的な知
見を得るために、高校生を対象に 3年間 9時
点の調査を行った「高校生の生活と生きる力
に関する調査」データを用い、SOC の変動の
実態と変化を促す要因の探索を行った。ここ
では、主として SOC 自体のスコアの変化を測
定し、3 年間 9 時点における直線的あるいは
曲線的な変動について潜在曲線モデルを用
いて評価した。また SOC の予測可能性につい
て他の well-being 要因との関連性（学校帰
属意識、学業遂行度、進路選択順調度等）と
の関連性、メンタルヘルスインデックスとの
関連性の検討を行った。 
次に、東京大学社会科学研究所が実施して

いる JLPS 調査データを用いて、主として、
心理社会的職場要因「自分の仕事のペースを
自分で決めたり変えたりすることができる」、
「仕事を通じて職業能力を高める機会があ
る」、「今後 1年間に失業する可能性がある」
などの項目を用いた。また SOC は一般住民調
査向け 3 項目 7 件法版 SOC スケール
（SOC3-UTHS）を用いた。ほかに、アウトカ
ム変数として、健康度自己評価、生活満足度、
メンタルヘルスインデックス（MHI-5）を用
いた。分析は主として 2通りを実施した。一
つは職場環境を説明変数、SOC を従属変数と

いう関係性を前提としたcross-lagged model
であり、2 時点の分析および隔年で 5 年追跡
した 3時点の分析を行った。次に心理社会的
職場環境および SOC、各種健康状態のそれぞ
れの5時点の水準および変化を変数とした潜
在成長曲線モデルを用いて評価を行った。 
４．研究成果 
1）SOC スコアの基礎的変動の実態について 
高校生を対象とした調査の結果、SOC は入

学後に一度落ち込み、10 か月後 12 か月後で
一度底をつき、その後上昇に転ずる下に凸の
二次曲線的変動を示す可能性が示唆された。 
また、SOC と心理社会的環境要因ともいえ

る学校帰属感覚および well-being との関連
性については、原因と結果の関係が、時期、
性別により異なる傾向にあることが明らか
になった。このことは、SOC が高いことによ
り環境に対する知覚が左右されるという、一
見して逆の関連性を、思春期においては見せ
る可能性が示唆されるものであった。（雑誌
論文（1）、図書（1）） 
2）労働者における心理社会的職場環境要因
と SOC、および well-being との関係について
～cross-lagged model での検討 
労働者を対象にした研究では、SOC 自体の

変動は年齢を追うごとに緩やかに上昇して
おり、高校生における大きな変動とは異なる
傾向にあることが分かった。また、心理社会
的職場環境要因と SOCの 2年間の縦断的デー
タによる cross-lagged model による因果関
係の検討では、男性、女性ともに心理社会的
健康状態が原因、SOC が結果であることが明
らかになった。（雑誌論文（2）） 
さらに、5 年間 3 時点の検討に拡大して同

じく cross-lagged model での検討を行った
ところ、こちらも、交絡因子を調整しても、
心理社会的環境要因が原因でSOCが結果であ
るという関連性が明確に明らかになった。さ
らに well-being（メンタルヘルス）との関係
を見ると、心理社会的環境要因と well-being
は SOC を媒介しており、直接の関係性が見ら
れないことが明らかになった。このことから
成人期における SOC の形成・発達は思春期ま
でと異なり、SOC が心理社会的環境の知覚に
影響を及ぼす可能性が低く、むしろ心理社会
的環境の曝露経験によりSOCに影響される可
能性が大きいということが明らかになった
といえる。また、well-being との関係につい
ても、well-being が高いことによる SOC への
影響は成人においては考えにくく、むしろ
SOC 自体が健康保持機能、ストレッサー対処
機能を発揮して well-being を得ているとい
う Antonovsky による仮説が検証されたもの
と考えられる。心理社会的環境要因と
well-beingと間をSOCが媒介するという点に
ついては、理論的に矛盾はないが、このモデ
ルの場合、心理社会的要因から well-being
への直接効果が見られずSOCの媒介効果のみ
が見られているという点については、今後慎
重な考察および再現性の検討が必要といえ



よう。（雑誌論文（3）） 
3）労働者における心理社会的職場環境お

よび SOC、各種健康状態のそれぞれの 5 時点
の水準および変化の関係性 
5 年 5 時点の追跡データを用いて労働者に

おける心理社会的職場環境および SOC、各
well-being 指標との関係性について検討を
行った。その結果、SOC の水準および SOC の
変動と、各 well-being 指標との関連性は十
分に認められた。次に、心理社会的職場要因
の水準および変化とSOCの水準および変化と
の関連性の検討では、以下のことが明らかに
なった。（1）「職場の仕事のやりかたを自分
で決められる」職場の水準が高いほど、「高
い SOC」をもつ人が多い傾向であること、（2）
「職業能力を高める機会がある」水準が高い
ほど、「SOC」が上昇的変動を見せること、（3）
「職業能力を高める機会がある」程度が向上
した職場であるほど「SOC」の向上が見られ
たこと、（4）「今後 1 年間に失業（倒産）す
る可能性がある」の水準が高いほど「低い
SOC」の水準である人が多い傾向にあること、
（5）「今後 1年間に失業（倒産）する可能性
がある」の水準が高いほど、「SOC」が低下す
る可能性が高いこと、（6）「今後 1 年間に失
業（倒産）する可能性がある」程度が上昇し
た職場であるほど「SOC」が低下する可能性
が高いことが明らかになった。（学会発表（1）
（2）（3）（4）） 
このことは SOC の、心理社会的職場要因と

well-being との関係における媒介効果が明
らかになったことに加えて心理社会的職場
要因の水準とその変化によって、SOC の変動
が誘発されるという可能性を明らかにした
ものである。特に、職業能力を高める機会（職
業教育制度）の充実に加えて、失業不安とそ
の増強がSOCの向上あるいは低下に影響して
いた点、裏を返すと、失業の不安がない場合
SOC の上昇的変動が期待できる点など、SOC
と環境との関係性を明確に明らかにするこ
とができたといえる。 
2 年間の水準と変動を検討した研究は見ら

れているものの、5 年間 5 時点におけるこう
した検討結果はこれまでに世界的にも検討
されていないことから、引き続き分析、公表
作業を続けていく必要がある。 
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